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	二つの事例を著作権の取り扱いという点から考えてみましょう。

	事例一、

昨今、利用者が急増してきている動画投稿サイトですが、たとえば、世界的に有名な「You Tube」へ投稿されたデータを日米で比較してみると、以下のような傾向があります。

　　アメリカ：自分で撮影した自作の動画データが主流

　　日本　　：放送やゲームなどのコンテンツの一部をそのまま投稿したものや、これらを編集改変してパロディーにしたものが多い

＊＊＊この事例に関するあなたの考えをまとめましょう

	事例二、

日本にはジャスラックという音楽著作権の管理を行う大きな団体があります。これは、作曲家や作詞家などが、個人で自身の著作権を管理し著作権料を徴収することが難しい場合が多いために利用されている制度です。例えばヨーロッパでも、フランスにはサセム、ドイツにはゲマという同種の団体が存在します。しかし、著作権に対する意識は、日本と欧州では大きく異なります。日本ほど街に音楽があふれている国はないとも言われます。街を歩けば、たくさんのお店から、さまざまな音楽が流れてきます。これは、世界でも珍しい状況のようです。他の国では、なぜそれほど音楽が聞こえてこないのでしょうか。

ヨーロッパのとある街で、目抜き通りの角で音楽を演奏し、通りがかりの聴衆から投げ銭をもらいながら日々暮らしているストリートミュージシャンがいます。彼の日課は、朝起きて身支度を整えると、なじみの店で遅めの朝食を済ませ、いつもの辻でお気に入りの演奏をして、午後まで過ごします。日が傾くころに引き上げて、近くのカフェでお茶を飲みながら、その日ぼうしに入れてもらったお金を数えます。そして帰り道、その中から決められた割合のお金を、自分の演奏の著作権使用料として納めに行って、自分の部屋に戻ります。

＊＊＊この事例に関するあなたの考えをまとめましょう


